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Research Summary 

•水の電気双極子の揺らぎの相関と誘電率を結びつける Stern-Feller 理論を用いて疎水性平

板近傍での水の誘電率特性を解析した。Onsager-Kirkwood-Fröhlich 理論に基づく解析結果と

の比較し、両者の結果がよく一致することを示した。 

•Solvent-Accessible-Surface-Area モデルによる疎水性相互作用計算の研究を行った。 

•力発生、エネルギー変換、電子伝達制御、高分子合成を行う分子マシンの長時間 MD 計算

を実施し、それぞれの分子マシンの動作機構の研究を行った。 


